
科目 単位数 年次 2

１　担当者からのメッセージ

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

観
点

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

・古典に表れている、人間や社会、自然などに対するものの見方や考え方を的確に読み取るこ
とができる。
・古典の文章を通して、自身のものの見方や考え方を広げ、思考力や想像力を伸ばすことがで
きる。
・古典の学習に主体的に取り組むことによって，古典に親しむ態度や、伝統、文化を尊重する
態度を育んでいる。
・伝統と文化について十分に理解し，古典への関心を深めることができる。

学校番号 3022

令和３年度　国語科

教科 国語科 古典Ｂ 3

使用教科書 「古典Ｂ　改訂版　古文編」「古典Ｂ　改訂版　漢文編」（大修館書店）

副教材等
体系古典文法(数研出版)、漢文必携(桐原書店)、最新国語便覧（浜島書店)
錬成古典２＋(尚文出版)、10のグループで覚える読解古文単語343（筑摩書房)

・古文、漢文の世界に親しみ、当時の人々の感性や考え方に触れながら、自己の考えを深めて
いきましょう。
・１年次に学習した文法事項や句法・句形を復習し、正しく理解しましょう。
・予習として、音読、意味調べ、現代語訳、文法事項の確認をしてから、授業に臨みましょ
う。

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめま
す。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a.関心・意欲・
態度

b.話す・聞く c.書く能力 d.読む能力 e.知識・理解

　古典を読む力
を進んで高める
とともに、古典
についての理解
や関心を深めよ
うとしている。

　古典を読んで
思想や感情など
を的確に捉えた
り、その価値を
考察したりし
て、自分の考え
を深め、発展さ
せている。

　伝統的な言語
文化及び言葉の
特徴やきまりな
どの理解を深
め、知識を身に
付けている。

・行動の観察
・記述の点検
（提出物、ワー
クシート等）

・記述の確認
（提出物、ワー
クシート等）
・定期考査

・行動の観察
・記述の確認
（提出物、ワー
クシート等）
・定期考査
・小テスト


